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Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
で
は
、
日
系
企
業
の
海

外
事
業
に
お
け
る
中
核
的
労
働
基
準
の
遵

守
の
取
り
組
み
推
進
と
海
外
労
使
紛
争
の

未
然
防
止
の
た
め
に
、
海
外
労
使
紛
争
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ

Ｃ
加
盟
産
別
の
単
組
の
労
使
に
広
く
出
席

を
求
め
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
注
意
喚
起

と
取
り
組
み
の
推
進
を
促
し
て
き
た
。
過

去
６
回
開
催
さ
れ
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

①
中
核
的
労
働
基
準
の
遵
守
の
重
要
性
、

②
世
界
各
国
の
現
地
事
情
や
労
使
紛
争
事

例
の
紹
介
、
③
労
使
紛
争
の
未
然
防
止
と

健
全
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
事
例
の
紹
介
、
と
い
う
３
つ
の
内
容
に

つ
い
て
の
講
演
や
報
告
を
行
っ
て
き
た
。

中
核
的
労
働
基
準
遵
守
の

重
要
性

　

中
核
的
労
働
基
準
遵
守
の
重
要
性
で

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（
企
業
行
動
規
範
）
や
Ｉ
Ｆ

Ａ
（
国
際
枠
組
み
協
約
）、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企

業
の
社
会
的
責
任
）、
さ
ら
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
に
焦
点
を
あ
て
、
世
界
的
な

動
向
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
世
界
各

国
の
現
地
事
情
で
は
こ
れ
ま
で
中
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
、タ
イ
、

ブ
ラ
ジ
ル
を
あ
げ
、
ま
た
ア
ジ
ア
地
域
を

中
心
に
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
労
使
紛
争
事

例
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
関
し
て
は
「
労
使
紛
争
事
例
集
」
を

編
纂
し
た
。
労
使
紛
争
未
然
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
事
例
で
は
、
労
働
組
合
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
と
企
業
が
取
り
組
ん

で
い
る
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
。

　

海
外
で
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
日
系

企
業
に
お
い
て
、
労
使
紛
争
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
ま
ず
は
現
地
の
労
使
に
お
い

て
解
決
の
た
め
の
努
力
が
進
め
ら
れ
る

が
、
交
渉
が
こ
う
着
状
態
に
な
り
、
法
廷

闘
争
に
持
ち
込
ま
れ
、
さ
ら
に
は
ス
ト
ラ

イ
キ
や
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
解
雇
に
ま
で
問

題
が
拡
大
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
Ｉ

第5回海外労使紛争防止セミナーの様子

６
回
に
わ
た
る
海
外
労
使
紛
争
防
止
セ
ミ
ナ
ー
と
、

初
の
海
外
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
国
際
局
部
長

岩
井 

伸
哉

44
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Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
が
紛
争
当
事
者
で
あ
る
海
外

の
労
働
組
合
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
か
ら
支
援
要

請
を
受
取
っ
た
時
点
で
は
、
労
使
双
方
が

頑
な
な
態
度
を
と
り
、
す
で
に
解
決
不
能

な
状
態
に
あ
る
こ
と
も
多
い
。
加
え
て
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
、
日
系

企
業
の
海
外
へ
の
事
業
展
開
も
増
加
し
て

き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
労
使
紛
争
の
案

件
数
も
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
海
外
労
使
紛
争
防
止
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
た
方
々
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

中
核
的
労
働
基
準
遵
守
の
取
り
組
み
の
重

要
性
、
海
外
で
事
業
展
開
す
る
際
の
海
外

事
業
所
労
使
、
親
会
社
と
子
会
社
、
そ
し

て
国
境
を
越
え
た
労
働
組
合
同
士
の
コ
ミ

これまでの実施内容

海外生産拠点における中核的労働基準遵守に向けた
労使の役割

海外生産拠点とのコミュニケーションの仕組みと現状

ＩＳＯ 26000 の動向と労使の対応

海外生産拠点における労働問題海外生産拠点における労働問題

ＣＳＲの推進における中核的労働基準の確立

中核的労働基準における法令遵守の落とし穴

海外労使紛争の未然防止・早期解決に、
なぜ単組の役割が重要なのか

株式会社日本総合研究所 主席研究員
足達英一郎氏

財団法人海外職業訓練協会（ＯＶＴＡ）
アドバイザー  橋本政彦氏

国際労働財団（ＪＩＬＡＦ）
副事務長　熊谷謙一氏

ＩＭＦ－ＪＣ本部

ＩＭＦ－ＪＣ本部

ＩＭＦ－ＪＣ本部

ＩＭＦ－ＪＣ本部

＜現地事情・紛争事例紹介＞

中国における最近の労務問題の傾向と労使紛争事例

労使紛争発生の背景と解決策（インドネシア）

労使紛争発生の背景と解決策（ベトナム）

最近の労務問題・労使紛争の傾向と日系企業の対応（インド）

最近の労務問題・労使紛争の傾向と日系企業の対応（タイ）

ブラジルの労務問題・労使紛争と対応

アジア労使紛争ケーススタディ

海外労使紛争の未然防止・早期解決に向けた実践例

海外労使紛争および紛争解決に関する事例集

グローバル＆チャイナビジネスコンサルタント
代表　平沢健一氏

元ジャカルタ・ジャパン・クラブ労働問題委員長
小尾吉弘氏

ベトナム計画投資省外国投資庁
投資アドバイザー　市川匡四郎氏

国士舘大学政経学部教授　梅澤　隆氏

西南学院大学経済学部教授　東　茂樹氏

立命館大学経済学部教授　小池洋一氏

ＩＭＦ－ＪＣ本部

ＩＭＦ－ＪＣ本部

ＩＭＦ－ＪＣ本部

＜紛争未然防止・健全な労使関係構築に向けた取り組み事例紹介＞

海外事業展開とＣＳＲの取り組み

海外事業展開とＣＳＲの取り組み

日産労連の国際活動

海外労使紛争の未然防止に向けた産別の取り組み事例

海外拠点労使とのネットワーク確立に向けた取り組み

セイコーエプソン株式会社

本田技研労働組合

日産労連

自動車総連

全トヨタ労連

※組織名・役職は開催時点

＜講演・報告＞

（第 1 回 , 2007 年 10 月）

（第 1 回）

（第6回 , 2010年6月）

（第 1 回）

（第 1 回）

（第 3 回 , 2008 年 12 月）

（第 6 回）

（第 3 回）

（第 4 回 , 2009 年7月）

（第 4 回）

（第 5 回）

（第 5 回）

（第 6 回）

（第 2 回 , 2008 年 6月）

（第 4 回）

（第 6 回）

（第 1 回）

（第 1 回）

（第 2 回）

（第 3 回）

（第 5 回）

第5回海外労使紛争防止セミナー　講演風景
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ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
た
と
の
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
労
使
紛
争
事
例
集
の
発

行
や
、
各
国
事
例
紹
介
の
拡
大
な
ど
に
つ

い
て
、
期
待
を
い
た
だ
い
て
い
る
点
も
多

い
。
ま
た
、
使
用
者
側
の
参
加
者
か
ら
は
、

海
外
労
使
の
問
題
に
日
本
の
労
働
組
合
が

関
与
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
る

と
の
意
見
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
認
識
が

あ
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
の
機

会
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

初
の
海
外
労
使
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催

　

海
外
労
使
紛
争
防
止
セ
ミ
ナ
ー
が
日
本

国
内
の
労
使
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で

あ
る
の
に
対
し
、
海
外
の
日
系
企
業
の
労

使
に
も
同
様
の
機
会
を
提
供
し
、
中
核
的

労
働
基
準
遵
守
、
労
使
紛
争
の
未
然
防
止

と
健
全
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
の
促
進
に
資
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ

た
の
が
海
外
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ

る
。

　

こ
れ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－
Ｊ
Ｃ
が
仲
介
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
系
企
業
の
海
外
事
業
所

の
労
使
が
顔
を
あ
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
を

第
一
の
目
的
と
し
た
も
の
で
、
些
細
な
問

題
、
ボ
タ
ン
の
か
け
ち
が
い
な
ど
、
労
使

間
の
対
話
の
欠
如
に
よ
っ
て
起
こ
り
う
る

誤
解
や
誤
っ
た
印
象
を
避
け
る
た
め
に
も
、

重
要
な
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

2
0
1
0
年
６
月
、
初
の
海
外
労
使
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
試
行
）

と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ブ
カ
シ
で
開
催

し
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
人

商
工
会
で
あ
る
Ｊ
Ｊ
Ｃ
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
・

ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ラ
ブ
）、
日
本
大
使
館
や

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
の
政
府
機
関
、
そ
し
て
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
で
あ
る

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
と
Ｆ
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｉ
ロ
メ
ニ
ッ
ク
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
で
は
な
い
が
金
属
産
業

で
最
大
の
労
働
組
合
で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｍ
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
協
力
を
得
て
開

催
し
た
。
会
場
に
は
ブ
カ

シ
の
工
業
団
地
で
あ
る
Ｍ
Ｍ

2
1
0
0
の
ご
好
意
に
よ

り
、
会
議
室
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
労
使
の
代
表
70
名
以
上
が

参
加
し
、
企
業
労
使
が
そ
ろ

っ
て
参
加
す
る
企
業
も
多
く

見
ら
れ
た
。
前
半
に
Ｉ
Ｍ

Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

日
系
企
業
側
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
労
働
組
合
側
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
、
労
使
関
係
に
関
す
る
見

解
を
表
明
し
、
後
半
に
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
の
感
想
で
は
、
使
用
者
側
か
ら

こ
れ
ま
で
労
働
組
合
幹
部
の
顔
が
見
え
て

お
ら
ず
、
悪
い
う
わ
さ
ば
か
り
が
先
行
し

て
い
た
が
、
顔
を
合
わ
せ
て
初
め
て
好
印

象
を
持
っ
た
と
の
意
見
、
労
働
組
合
も
ス

ト
ラ
イ
キ
や
労
使
紛
争
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
の
評

価
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
互
い
に
遠
慮

が
ち
で
本
質
的
な
意
見
交
換
が
で
き
な
か

っ
た
、
企
業
単
組
や
地
域
支
部
に
産
別
本

部
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
き
届
い
て
い
な

い
等
の
意
見
も
あ
っ
た
。
労
働
組
合
側
の

意
見
で
は
、
直
接
会
っ
て
話
し
、
現
場
で

実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
労
使
が
共

有
す
る
こ
と
の
重
要
性
、
建
設
的
な
労
使

関
係
構
築
の
た
め
の
労
働
組
合
幹
部
の
教

育
訓
練
の
必
要
性
を
も
っ
と
主
張
す
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
労
使

双
方
に
共
通
し
た
意
見
は
、
労
使
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
と
、
今
後
と
も

こ
の
よ
う
な
機
会
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
が

呼
び
か
け
る
こ
と
な
し
に
、
各
国
の
労
使

間
で
自
発
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
理
想

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
つ
い
て
は
現
地
労
使
の
間
で
の
自
主
的

開
催
の
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。
加
え
て
、
東
南
ア
ジ
ア

に
は
労
使
紛
争
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
る

国
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
国
で
の

開
催
、
例
え
ば
タ
イ
な
ど
で
も
同
様
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＊
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
地
日
本
語
新
聞「The 

D
aily Jakarta S

him
bun

」
2
0
1
0

年
６
月
23
日
（
水
）に
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
次
ペ
ー

ジ
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

インドネシアでの労使ワークショップ
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T
he D

aily J
akarta S

him
bun

　
2
0
1
0
年
（
平
成
22
年
）
６
月
23
日　

水
曜
日
７
面
掲
載

労
使
協
調
目
指
し 

対
話
集
会
「
相
互
信
頼
の
構
築
を
」

　

全
日
本
金
属
産
業
労
働
組
合
協
議
会（
Ｉ

Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
）
が
主
催
し
、「
健
全
な
労
使

関
係
構
築
に
関
す
る
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
19
日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ブ
カ
シ
県
チ

ビ
ト
ゥ
ン
に
あ
る
Ｍ
Ｍ
２
１
０
０
工
業
団

地
内
の
大
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
日
系
企
業
の
経
営
者
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
の
人
事
総
務
担
当
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
、
労
働
組
合
幹
部
や
上
部
団
体
で
あ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
金
属
産
業
労
働
組
合
連
盟

（
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）
幹
部
ら
約
１
０
０
人
が
一

堂
に
介
し
、
率
直
に
意
見
交
換
。
健
全
な

労
使
関
係
の
構
築
を
め
ざ
し
、
労
使
間
で

頻
繁
な
対
話
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
相
互

信
頼
の
構
築
が
必
要
と
の
認
識
で
一
致
し

た
。日

本
の
金
属
労
協
が
仲
介

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ

Ｃ
の
若
松
英
幸
事
務
局
長
、
国
際
金
属
労

働
組
合
連
盟
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
・
ス
イ
ス
）の

鎌
田
普
・
書
記
次
長
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ジ

ャ
パ
ン
ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｊ
Ｃ
）
労
働
問
題
委

員
会
の
丸
山
尚
典
委
員
長
、
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ

の
サ
イ
ー
ド
・
イ
ク
バ
ル
会
長
ら
が
登
壇
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
の
野
木
正
弘
事
務
局
次

長（
国
際
局
長
）の
司
会
で
、若
松
事
務
局
長
、

丸
山
委
員
長
、
イ
ク
バ
ル
会
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
労
使
関
係
に
関
す
る
意
見

を
表
明
し
た
。

　

若
松
事
務
局
長
は
、
昨
年
、
日
系
の
製

造
メ
ー
カ
ー
で
４
カ
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

発
生
し
た
際
に
働
き
掛
け
を
行
っ
た
こ
と

か
ら
、「
労
使
が
顔
を
合
わ
せ
て
本
音
で
語

り
合
う
場
を
持
ち
た
い
」
と
、
今
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
た
経
緯
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
、
戦
後
か
ら
の
長
い

労
使
間
の
闘
争
の
歴
史
を
経
て
、
現
在
の

状
況
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
労

組
側
に
対
し
、
中
長
期
的
に
会
社
が
安
定

し
て
成
長
す
る
こ
と
が
組
合
員
の
生
活
の

安
定
に
つ
な
が
る
と
の
認
識
を
持
つ
必
要

が
あ
り
、
経
営
側
へ
の
要
求
づ
く
り
に
当

た
っ
て
は
、
物
価
上
昇
率
だ
け
で
な
く
、

組
合
員
の
生
活
実
態
や
同
業
他
社
の
賃
金

水
準
、
会
社
の
財
務
状
況
、
競
争
力
や
比

較
優
位
性
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
の
会
社
の

実
態
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。

　

一
方
で
経
営
者
側
に
対
し
て
は
、
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
や
業
績
な
ど
の
会
社
実

態
、
今
後
の
経
営
計
画
な
ど
の
情
報
を
き

ち
ん
と
組
合
側
に
開
示
し
、
組
合
執
行
部

に
理
解
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
会
社
の

ル
ー
ト
で
も
「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
部
下
へ
」

と
い
う
よ
う
な
形
で
社
内
の
隅
々
ま
で
情

報
伝
達
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

労
働
組
合
の
委
員
長
は
、
社
長
に
は
い
つ

で
も
会
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
信
頼
関

係
を
築
く
だ
け
で
な
く
、
社
長
も
毎
日
ふ

ら
り
と
組
合
事
務
所
を
訪
れ
て
は
労
組
役

員
と
立
ち
話
が
で
き
る
よ
う
な
人
間
関
係

を
作
る
こ
と
で
、
様
々
な
問
題
を
話
し
合

い
を
通
じ
て
解
決
す
る
風
土
が
労
使
間
で

醸
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
問
題
が
大
き
く

な
る
前
に
芽
を
摘
む
こ
と
も
可
能
に
な
る

と
の
見
解
を
表
明
。

　

そ
の
た
め
に
は
上
部
レ
ベ
ル
で
の
環
境

整
備
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
日
本
で
は
、

若松事務局長（左）と小尾JJC元労働問題委員長



  2010 Autumn IMF JC   26

連
合
と
日
本
経
団
連
が
年
２
回
の
懇
談
の

場
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
産
業
別
や
企
業

別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
労
使
対
話
の

仕
組
み
が
あ
り
、
労
組
側
が
そ
こ
で
の
情

報
を
組
合
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
、
認
識
の
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
事

例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

丸
山
委
員
長
は
、
健
全
な
労
使
関
係
構

築
は
労
使
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
労
使
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
進
出
す
る
日
系
企
業
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
雇
用
創
出
や
国
民
の
所
得
増
に
つ
な

が
る
と
説
明
し
た
。

　

労
組
に
対
し
て
、
労
組
幹
部
が
経
営
者

と
同
じ
よ
う
に
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、

経
営
者
の
敵
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
ほ
し
い
な
ど
と
要
望
。

経
営
側
も
情
報
や
教
育
機
会
の
提
供
が
大

事
と
い
う
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
す

る
一
方
で
、
労
組
側
も
幹
部
と
組
合
員
の

認
識
の
統
一
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

ま
た
、
デ
モ
や
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
労
働
者

の
権
利
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、

長
期
的
に
は
会
社
の
存
続
に
か
か
わ
る
な

ど
、
お
互
い
が
損
害
を
被
る
可
能
性
が
高

く
、
労
組
の
戦
術
と
し
て
行
使
さ
れ
る
安

易
な
デ
モ
や
ス
ト
を
極
力
避
け
る
よ
う
呼

び
掛
け
る
と
と
も
に
、
経
営
者
側
も
労
組

と
の
間
で
は
決
し
て
感
情
的
に
怒
る
こ
と

な
く
交
渉
に
臨
み
、
あ
き
ら
め
ず
、
手
を

抜
か
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
が
長
期
的
な
成
功
の
か
ぎ
に
な
る
と

の
見
方
を
示
し
た
。

「
対
話
促
進
が
必
要
」

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
聴

講
者
を
含
め
活
発
な
議
論
と
な
っ
た
。
今

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
協
力
し
た
Ｍ

Ｍ
２
１
０
０
管
理
・
運
営
会
社
社
長
で

１
９
８
３
年
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
わ

る
Ｊ
Ｊ
Ｃ
元
労
働
問
題
委
員
会
委
員
長
の

小
尾
吉
弘
氏
は
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド

も
経
験
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

は
日
本
人
と
同
じ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
持

っ
て
い
る
」
と
指
摘
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

労
使
紛
争
に
つ
い
て
、
自
分
の
非
を
指
摘

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
限
ら
れ
た
情
報
し

か
経
営
者
に
上
げ
な
か
っ
た
り
、
経
営
側

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
か

っ
た
り
と
、
日
本
人
経
営
者
と
労
組
の
間

に
入
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
人
事
総
務
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
と
こ
ろ
で
こ
じ
れ
て
、
問
題

が
悪
化
す
る
こ
と
が
多
い
と
分
析
し
、「
誰

が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
お
互
い
が
理
解
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
の
見
解

を
示
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
半
で
は
、
ス

ト
ラ
イ
キ
で
大
き
な
損
害
を
受
け
た
日
系

メ
ー
カ
ー
の
社
長
と
、
ス
ト
を
率
い
た
労

丸山JJC労働問題委員会委員長（左）

鎌田IMF書記次長（左）

イクバル FSPMI 会長
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特集 ◆海外日系企業の健全な労使関係の構築に向けて

組
幹
部
が
と
も
に
コ
メ
ン
ト
し
、
幹
部
が

職
場
復
帰
し
て
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る

と
説
明
す
る
社
長
に
対
し
、
幹
部
が
「
大

き
な
教
訓
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
な
ど
、

労
使
の
相
互
理
解
構
築
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
示
す
一
面
も
あ
っ
た
。

　

若
松
事
務
局
長
は
、
労
使
協
調
路
線
を

目
指
す
意
義
に
つ
い
て
、「
長
い
目
で
見

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
の
た
め
に
も
、

進
出
す
る
日
本
企
業
の
た
め
に
も
な
る
。

き
れ
い
ご
と
だ
け
で
は
な
い
部
分
も
あ
る

が
、
口
だ
け
で
は
な
く
行
動
に
移
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
た

ち
に
労
使
協
調
を
実
現
さ
せ
る
素
地
は
あ

る
と
思
っ
て
い
る
」
と
期
待
を
示
し
た
。

「
労
働
者
の
人
材
育
成
必

要
」
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
イ
ク
バ

ル
会
長

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し
た
金
属
産

業
労
働
組
合
連
盟
（
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）
の
サ

イ
ー
ド
・
イ
ク
バ
ル
会
長
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
労
使
紛
争
問
題
に
つ
い
て
、
解
決

に
は
労
使
が
頻
繁
に
対
話
す
る
場
を
設
け

る
べ
き
と
し
て
、
協
調
路
線
の
必
要
性
を

訴
え
た
。
２
０
０
６
年
か
ら
イ
ク
バ
ル
氏

が
会
長
を
務
め
る
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
日
系
企

業
の
労
組
組
合
員
が
多
く
、
デ
モ
や
ス
ト

ラ
イ
キ
を
通
じ
た
闘
争
を
多
く
主
導
し
て

き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

出
身
の
イ
ク
バ
ル
会
長
は
、
日
本
企
業
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
投
資
に
つ
い
て
、「
問
題
が

あ
る
と
す
ぐ
に
逃
げ
る
韓
国
や
中
国
と
異

な
り
、
日
本
企
業
は
長
期
的
な
視
点
で
の

投
資
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し

た
上
で
、
労
使
問
題
が
起
こ
る
背
景
に
つ

い
て
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
民
主
化
時
代

と
な
り
、
労
働
組
合
の
結
成
が
自
由
化
さ

れ
て
か
ら
10
年
強
。
ま
だ
ま
だ
労
働
者
が

自
由
を
謳お

う

歌か

し
て
い
る
」
と
現
状
の
難
し

さ
も
指
摘
。
一
方
で
、「
経
営
側
の
対
応

も
、
ス
ハ
ル
ト
時
代
の
抑
圧
的
な
や
り
方

で
は
な
く
、
民
主
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

や
り
方
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

の
見
解
を
示
し
、
経
営
側
は
、
教
育
や
訓

練
の
機
会
提
供
を
、
コ
ス
ト
で
は
な
く
建

設
的
な
労
使
関
係
の
構
築
に
向
け
た
長
期

的
な
投
資
と
捉
え
、
労
働
者
の
人
材
育
成

に
よ
り
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え

た
。
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
、
傘
下
の
労
組
に
対

し
、
円
滑
な
労
使
関
係
を
構
築
し
て
い
る

企
業
の
例
を
示
す
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
進
め
、
前
向
き
な
関
係
構
築
に
努
め
た

い
と
の
意
向
を
示
し
た
。

上：活発に発言する労組側参加者
下：司会の野木正弘事務局次長（左側）
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